
科　　目　　名 履修学年 時間数 実務経験と授業科目との関連性

介護の基本（介護概論Ⅰ） １年 60時間
障害者・高齢者介護の現場で介護に従事した実務経験のある教員が、意義や専門性、職業倫
理、介護の基本姿勢など、介護福祉士としての基礎となる知識や考え方について教授する科
目である。

介護の基本（介護概論Ⅱ） ２年 30時間
障害者・高齢者介護の現場で介護福祉士として、また管理者として実務経験のある教員が、介
護現場のチームケアや多職種連携、地域連携、リスクマネジメントなど、チームのリーダーとし
ての役割を担う上で必要な知識や方法について教授する科目である。

介護過程Ⅰ １年 ７５時間
障害者・高齢者介護の現場で介護に従事した実務経験のある教員が、根拠に基づいた介護実
践につなげるための客観的で科学的な介護のプロセスについて教授し、実践力を身につける
ための科目である。

合計時間数 165時間

介護福祉科　実務経験のある教員による授業科目



科　　目　　名 履修学年 時間数 実務経験と授業科目との関連性

保育原理 １年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、保育の基本的な考え方や施設としての幼児教育の考
え方、保育の現状と課題等について教授する科目である。

乳幼児保育Ⅰ １年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、乳幼児保育の理念と役割、3歳未満時の発達と保育
のあり方、関係機関との連携の意義等について教授する科目である。

保育制作Ⅰ １年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、保育の中で使われる教材やその制作のために必要な
基本的知識や技術を教授する科目である。

乳幼児保育Ⅱ ２年 15時間
保育士としての実務経験のある教員が、子どもが「人」として生きていくうえで基本となる心情・
意欲・態度の基礎を教授し、人格を形成していく大切な時期を保育する大人であることの重要
性の理解・保育者としての人間性と専門性を身につけるための科目である。

保育制作Ⅱ ２年 15時間
保育士としての実務経験のある教員が、制作活動の計画、教材研究、実践を通して、保育の現
場で必要とされる創作活動・表現活動に必要な知識を教授し、保育者としての指導力を身につ
けるための科目である。

保育内容総論 1年 15時間
幼稚園教諭として実務経験のある教員が、各領域の保育内容を総合的にとらえる視点から、
乳幼児期の発達過程、園での生活や遊び、保育計画、具体的な援助等について保育の流れを
概観し、保育実践と結びつけながら教授する科目である。

こども家庭支援論 ２年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、こどもの安心で安全な日や健やかな成長発達のため
の子育て家庭への支援についてを教授し、「こどもの最善の利益」は何なのかを考える力を身
に付ける科目である。

合計時間数 165時間



科　　目　　名 履修学年 時間数 実務経験と授業科目との関連性

保育原理 １年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、保育の基本的な考え方や施設としての幼児教育の考
え方、保育の現状と課題等について教授する科目である。

乳幼児保育Ⅰ １年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、乳幼児保育の理念と役割、3歳未満時の発達と保育
のあり方、関係機関との連携の意義等について教授する科目である。

保育制作Ⅰ １年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、保育の中で使われる教材やその制作のために必要な
基本的知識や技術を教授する科目である。

乳幼児保育Ⅱ ２年 15時間
保育士としての実務経験のある教員が、子どもが「人」として生きていくうえで基本となる心情・
意欲・態度の基礎を教授し、人格を形成していく大切な時期を保育する大人であることの重要
性の理解・保育者としての人間性と専門性を身につけるための科目である。

保育制作Ⅱ ２年 15時間
保育士としての実務経験のある教員が、制作活動の計画、教材研究、実践を通して、保育の現
場で必要とされる創作活動・表現活動に必要な知識を教授し、保育者としての指導力を身につ
けるための科目である。

保育内容総論 1年 15時間
幼稚園教諭として実務経験のある教員が、各領域の保育内容を総合的にとらえる視点から、
乳幼児期の発達過程、園での生活や遊び、保育計画、具体的な援助等について保育の流れを
概観し、保育実践と結びつけながら教授する科目である。

こども家庭支援論 ２年 30時間
保育士としての実務経験のある教員が、こどもの安心で安全な日や健やかな成長発達のため
の子育て家庭への支援についてを教授し、「こどもの最善の利益」は何なのかを考える力を身
に付ける科目である。

合計時間数 165時間


